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(n + 1) 個の関数データ (x0, f(x0)), (x1, f(x1)), · · · , (xn, f(xn)) があったと きの補間多項式

g(x)は以下となる。

g(x) =

n∑

i=0

f(xi)ϕi(x), (1)

ϕi(x) =
n∏

j ̸=i

x− xj

xi − xj

=
(x− x0)(x− x1) · · · (x− xi−1)(x− xi+1) · · · (x− xn)

(xi − x0)(xi − x1) · · · (xi − xi−1)(xi − xi+1) · · · (xi − xn)
(2)

ϕi(x)は x = xi において

ϕi(xi) =
n∏

j ̸=i

xi − xj

xi − xj

= 1 (3)

となる。 また、 i ̸= k となる x = xk において、 必ず分子に (xk − xk)が現れるので

ϕi(xk) =
n∏

j ̸=i

xk − xj

xi − xj

= 0 (4)

となる。 結局、 ϕi(xk) = δik である (クロネッカーのデルタ )。

従って、 x = xm において補間多項式 g(x)は

g(xm) =
n∑

i=0

f(xi)ϕi(xm) = f(xm) (5)

となり 、 与えられた補間データの各点を通る多項式となる。
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